


パッカーしゃ（ごみしゅうしゅうしゃ）の“ちょっくん”は みんなの おうちからでる

もえないごみを つんでいってくれる はたらきもの！

そんな“ちょっくん”ですが、さいきん なやみごとが あるようで・・・



「さーて、きょうも おしごと がんばるぞー！」

“ちょっくん”は いつもどおり ごみを つんでいると・・・



「・・・このソファー、まだ つかえそうだよなぁ」



「・・・このじてんしゃも すこし こわれている だけなのになぁ」



さいきん“ちょっくん”は ごみを つんでいると まだまだ すてなくても いいものを

よく みかける ようです。



「まだ つかえるものを ごみに だしちゃうのは もったいないなぁ。 なんとか ならないかな…。

そうだ、“ぱかじい”に そうだん してみよう！」



“ぱかじい”は むかし“ちょっくん”と おなじ おしごとを していた パッカーしゃで、

“ちょっくん”が こまったときに いつも たすけてくれる おじいちゃんです。



“ぱかじい”は なにかを おもいついたようです。

「ふむふむ… そういうことなら、わしに かんがえがある。さて、“まちのみんな”を よぶとするか。」

さっそく“ちょっくん”が もったいない と おもったことを“ぱかじい”に そうだんすると・・・



しばらく たった あるひ

“ぱかじい”によばれた“まちのみんな”が あつまりました。

「みんな、じゅんびはよいか？」と“ぱかじい”がきくと、

「うん、ばっちりだよ！」と へんじをして

“まちのみんな”は なにかを だしはじめました。



「え？ これって・・・」

“ちょっくん”は めを まるく しました。



ソファー、テーブル、ミニカー、ぬいぐるみ・・・

“ちょっくん”と“ぱかじい”の めのまえには おみせで うっていそうなものが

たくさん ならんでいます。



「みんな、これ、どうしたの？」と“ちょっくん”が きくと・・・

「“ぱかじい”に すてようと しているものを もってきてって、

たのまれたんだよ！」と “まちのみんな”

「えー！ これ みんな すてちゃうの？」

と“ちょっくん”は びっくり。



すると、「この ぬいぐるみ、わたしの こどもが すきそうな やつだわ！ もらっていい？」

「うん、いいよ！ そのかわり、このソファー ちょうだい！」

そういって“まちのみんな”が もってきたものの こうかんを はじめると・・・



「すごい！ あっというまに なくなっちゃったよ！」

と“ちょっくん”は またまた びっくり。

「ほしいと おもうものは ひとによって ちがうことも あるんじゃよ。

いらないからと すぐに すてるのは もったいないのう。」と“ぱかじい”。



「ほんとうだね！“ぱかじい”に そうだんして よかったよ！」

“ちょっくん”の なやみも すっきり かいけつしたようです。

そうしていると、どこからか はなしごえが・・・



「ひとの ものに なったら、なんだか また ほしく なっちゃうな。

やっぱり かえして くれない？」

「そりゃ ないよ。ねぇ、“ぱかじい”、なんとかしてよ。」 と“まちのみんな”。



すると 「ほっほっほ。それは みんなで かいけつ するんじゃな！」と “ぱかじい”。

「そんなー！」 そう いいながらも、“まちのみんな”は どこか たのしそうです。

こうして すこしでも ごみが すくなくなれば いいなと おもう “ちょっくん”でした。



あとがき
この絵本は、こどもたちに「ものを大切にする

こと」「自分にとっていらないものでも、他の
人には必要なものになることがあること」を知る
きっかけになればという考えのもと、全て職員
の手で作成しています。

高槻市ではごみ分別ルールの周知・啓発とあわせて２Ｒ
（リデュース・リユース)によるごみ減量を推進しており、
本作は「リユース」を題材にしたものです。

先に作成を行っているごみ分別の啓発を題材にした、
「ＰＡ★ＣＡＲＺ」(右記ＱＲコードよりご覧いただけ
ます)と合わせ、読み聞かせによるコミュニケーション
をとおして「ごみの適正排出・排出抑制」に関する意識
高揚の一助となれば幸いです。

啓発グッズ紹介
（市ホームページ）

ＰＡ★ＣＡＲＺ
アニメ版（約18分）
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